
NPO法人 ジョブコーチ・ネットワーク

設立の理念設立の理念

１．障害のある人が社会の中で働くことの実現
障害のある人が能力を最大限に生かし、当り前に 「普通の職
場」で働くことができる社会の実現を目指します。

２．実践的なネットワークの構築
その目的を達成するため、企業、障害のある人、福祉、労働、
教育、医療等の垣根を越えた「実践的ネットワーク」を作ります。

３．就労支援の人材養成
スピリットを持ち、方法と技術を身に付 けた、地域で就労支援
を担う人材を養成します。



社会福祉法人横浜やまびこの里

仲町台センターにおける人材養成

年 基礎 実践 事例フォーラム その他

1998年 46人

合 計 １９０７人 442人 １５８９人

1999年 178人 40人

2000年 258人 42人 190人

2001年 387人 44人 371人 649人

（日米）

2002年 273人 90人 445人

2003年 340人 60人 583人

2004年 246人 60人 JC-NET会議へ

発展

2005年 225人 60人 JC-NET会議へ

発展

＜基礎講座＞

講義による1日での基礎

講座

＜実践セミナー＞

6人1グループによる演習

中心の参加型実践セミ
ナー

＜事例フォーラム＞

実践発表中心でJC-NET
会議の前身

8年間で約1900人が基礎講座、450人が実践セミナー、1600

人が事例フォーラムを受講。
1998年より仲町台セン

ターでジョブコーチの人材
養成を開始。左記のように
発展し、JC-NET設立の基

礎が作られた。



JC-NETの組織

実行委員21人： 実行委員はNPO法人の正会員である．地方自治体の就労支援事
業、民間社会福祉法人及びNPO法人の就労支援担当者等が多い．NPO法人の運営、
各セミナーの開催、特に地方におけるJC-NETジョブコーチセミナーの開催を担う．

実行委員 実行委員 実行委員 実行委員

＜ 理 事 長 ＞ 小川浩（大妻女子大学教授）

＜副理事長＞ 志賀利一（電機神奈川福祉センター常務理事）

梅永雄二（宇都宮大学教授）

＜ 理 事 ＞ 福田年之（朝日新聞厚生文化事業団）

実行委員 実行委員 実行委員 実行委員

JC-NETジョブコーチ養成研修

に対する助成（キリン福祉財団）

JC-NETジョブコーチ養成研修

に対する助成（キリン福祉財団）

JC-NETジョブコーチセミナーに対する

助成（日本点字図書館池田輝子障害者
ジョブコーチ支援事業）

JC-NETジョブコーチセミナーに対する

助成（日本点字図書館池田輝子障害者
ジョブコーチ支援事業）

WEB事業、普及啓発事業を協働事業

として実施（朝日新聞厚生文化事業団）

WEB事業、普及啓発事業を協働事業

として実施（朝日新聞厚生文化事業団）



JC-NETの事業

専門養成事業専門養成事業

一般養成事業一般養成事業

普及啓発事業普及啓発事業

WEB事業WEB事業

地域就労支援の専門家、中核人材の養成

◆ ＪＣ－ＮＥＴジョブコーチ養成研修

（職場適応援助者養成研修）

地方開催の入門セミナー、基礎固めと裾野の拡大

◆ ＪＣ－ＮＥＴジョチコーチセミナー

地方の就労支援活性化、年に一度の大会

◆ ジョブコーチ・ネットワークフォーラム
◆ ジョブコーチ・ネットワーク会議

常時の情報発信とネットワーク形成

◆ JC-NET  ＷＥＢ



JC-NETジョブコーチ養成研修
（職場適応援助者養成研修）

就労支援の実務に就く人を対象とする最も実践的で中身の濃いセミナー。
職場適応援助者養成研修（第1号、第2号）の指定を受けている。職場適応援

助者助成金を受ける予定のない人も受講可能である。

構 成 内 容 単 元

基礎

課程

（2日）

講義のみの座学。 ・職業リハ概論と諸制度、・職場適応援助者の職
務、・障害特性と職業的課題。

（15.5時間、自由1.5時間を含む）

実践

課程

（3日）

講義と演習 （6
人1グループ）で体
験的に学習する。

・面接での聞き取り、・職務再構成のアイデアと提
案方法、・企業との面談、・ナチュラルサポートの
形成、・分かりやすく教える技術、・指示書やジグ
の作成。 （24時間、自由3時間を含む）

現場

実習

（1日）

障害者雇用企業に
おける見学・体験実
習

特例子会社を中心に、見学、作業指導の体験、
講和、意見交換等。（6時間半）



今年度のJC-NETジョブコーチ養成研修

第1回JC-NETジョブコーチ養成研修

平成18年8月27日（日）～9月1日（金）

三鷹産業プラザ ＆ 職場実習第1

号：34人 第2号：8人

第2回JC-NETジョブコーチ養成研修

平成19年2月4日（日）～9日（金）

ウイリング横浜

第1号：48人 第2号：12人



カリキュラムの特徴

• 実践的であること。

• アセスメントからフォローアップに至る就労支援プロセスを実行管理できる
「広義のジョブコーチ」の養成を目指していること。

アセスメントと
支援計画
の作成

職場開拓
企業との

交渉

職務再構成
のアイデア

ナチュラル
サポート
の形成

分かりやすく
教える技術

作業指示書
ジグの作成

3日目～5日目までの実践課程では、
6人の小グループに分かれ、講義で

知識を学習した後に、ロールプレイ
で模擬的実践を行う。各グループに
トレーナーを配置して、アドバイスを
行う。

３日目

４日目 ５日目



グループディスカッション



作業指示書やジグの作成
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